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平成１７年７月４日

先端部地区作業部会

平成１７年度第１回先端部地区作業部会 資料

１ 「知床半島先端部地区利用適正化基本計画」の具体化の検討について

２ 知床半島先端部地区の自然環境の特性

３ 自然環境保全に関する関係法令等の指定状況

４ 利用の現状

５ 保護及び適正な利用を図るための問題点及び課題

６ 平成１６年１２月「知床半島先端部地区利用適正化基本計画」の概要

７ 自然環境の再生、復元等

【知床半島先端部地区「利用の心得（案 」について）

１ はじめに（先端部地区の「利用の心得」作成に当たり）

２「利用の心得」の適用範囲

３ 利用の心得

４ 利用の心得の周知
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１「知床半島先端部地区利用適正化基本計画」の具体化の検討について

知床国立公園においては、本公園の望ましい保護と利用のあり方（利用の適正化）につ

いて、平成１３年度から学識経験者、地域関係団体及び関係行政機関で構成する検討会議

により、検討がされているところである。

平成１３年度においては 「知床ならではの原始性の高い自然景観と豊かな野生生物に、

よって形成される多様な生態系の持続的な保全 を前提として 原始的な自然の地域 バ」 、「 （

ックカントリー）において、一定のルールの下での自然体験機会の適正な提供と持続的な

利用を図る 」ことを基本方針とした利用の適正化の実現のための基本構想が示された。。

これを受けて、平成１４年度から、利用の適正化について優先的に検討する必要のある

半島先端部地区等において、この基本構想で提案された利用適正化基本計画が検討され、

「 （ 「 」 。）」平成１６年１２月 知床半島先端部地区利用適正化基本計画 以下 基本計画 という

がまとめられた。

、 「 」 、今後は この 基本計画 でまとめられた望ましい保護と利用のあり方の内容について

それをさらに実効あるものにするため、利用形態別に最新の利用状況を押さえつつ、関係

機関、関係者と協議の上 「基本計画」において謳われている「利用ルール＝利用の調整、

及び利用の心得」を定め、その普及・指導を図り、また 「国立公園管理計画」への反映、

や自然公園法による利用調整地区の導入について関係機関と協議しつつ検討する等、法令

による制度の整備等により充実や補完を図るものとされている。

平成１６年度には知床国立公園利用適正化検討会議の下に「先端部地区作業部会」が設

置され、この「基本計画」の具体化を図るため 「利用の心得骨子（案 」が検討された。、 ）

本作業部会での当面の検討は、この「基本計画」に基づき、利用者が「知床半島先端部

地区」に立ち入る際に、自然保護や安全の確保などの観点から留意すべき事項や禁止事項

について検討し 「知床半島先端部地区利用の心得」を作成するものである。、

なお 「基本計画」による「利用の調整」に関わる事項について、検討の具体化ができ、

るまでの間は 「利用の心得」に記述が可能なものについて検討し、可能な範囲で記述す、

るものとする。
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２ 知床半島先端部地区の自然環境の特性

「知床半島先端部地区」は、海岸の波打ち際から山岳稜線部の高山帯・亜高山帯まで、

連続的に原始性の高い植生環境に覆われ、また、サケ・マス類を基盤とし、ヒグマ、シマ

フクロウ、オジロワシ等を頂点とする食物連鎖が顕著に見られるなど、わが国でも極めて

貴重で多様な自然生態系が残されている地域である。

地形的に見ると、半島全体が千島火山群に属する脊梁山脈（知床火山群）によって占め

られている。半島基部の海別岳（ ｍ）から羅臼岳（ 、硫黄山（ ｍ）が連1,419 1,661 1,562）

なり、当該地区において、知床岳（ ｍ）を経て知床岬の海岸段丘となり、オホーツ1,254
ク海に没している。

山麓部を形成する溶岩流は直接波浪に洗われ、 ～ ｍの海蝕崖を形成し、豪壮な30 200
海岸景観を呈するとともに、脊梁山脈から流れ落ちる河川はいずれも流路が短く勾配が急

峻で 字形の渓谷をなし、多くはそのまま海蝕崖上から滝となって流れ落ちている。V
海岸部の傾斜地や溶岩台地上にはササ類や高茎草本からなる草原景観と海浜断崖に咲く

高山・寒地性植物が見られ、また、規模は大きくないが海浜草原には短い夏の間、ハマナ

スやハマエンドウなどの花に彩られた原生花園が出現する。海岸から標高 ｍほどの山600
麓はエゾマツ、トドマツからなる針葉樹林、ミズナラ、ハルニレ、カツラなどの豊富な樹

種によって構成される広葉樹林、あるいはこれらの樹種が混生する針広混交林の深い樹林

。 、 、に覆われている この森林の上部 標高 ～ ｍほどはダケカンバのほぼ純林となり600 700
ハイマツ群落から山頂・山稜の高山植物群落へとつながっている。

これらの多様な植生や鬱蒼とした森林は、ヒグマやシマフクロウをはじめとした多くの

野生動物を育み、豊かな海には多様な海獣類が生息している。また、サケ・マスが河川を

遡上し、多くの野生動物の重要な餌資源にもなっている。

３ 自然環境保全に関する関係法令等の指定状況

「 」 、 。知床半島先端部地区 においては 関係法令等により次のような指定がなされている

・知床国立公園

・国指定知床鳥獣保護区

・保安林

・知床森林生態系保護地域

・知床世界自然遺産候補地
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４ 利用の現状

「知床半島先端部地区」は、制度上一般利用者による積極的な利用は想定されていない

地域である。

しかしながら、昭和５０年代から知床岬周辺において遊漁船等による一般観光客の上陸

利用が目立つようになり、関係機関の協力によってこれら利用の規制指導のため様々な対

策が実施されてきたにもかかわらず、遊漁船等の動力船による一般観光客の上陸利用は依

然として後を絶たない状況にある。

また、近年では、野性的な自然体験を求める利用ニーズが高まっており、当該地区にお

いても、海岸部のトレッキングや山岳部の登山利用に加え、カヤッキングなどといった新

。 、 、たな利用形態も見られるようになっている さらに 河口部のサケ・マス釣り利用があり

海域においては、上陸を伴わない動力船による遊覧利用も行われている。

「知床半島先端部地区」においては、以下のような利用形態が見られる。

（利用形態）

海岸トレッキング利用 ： 知床岬へのトレッキングや知床岳・知床沼方面への登イ

山、釣りを目的として、海岸部を徒歩により利用する

もの。

沿岸カヤッキング利用 ： 知床半島の沿岸をシーカヤックにより巡るもの。ロ

山岳部登山利用 ： 硫黄山以奥の山岳部を登山利用するもの。ハ

河口部サケ･マス釣り利用： サケ･マス釣りを目的として河口部に渡船によって上ニ

陸利用するもの。

動力船による海域利用 ： 海上からの観察・遊覧等を目的とした、動力船（観光ホ

船、遊漁船、プレジャーボート等）による上陸を伴わ

ない利用をするもの。

その他の利用 ： 渓流釣り、ダイビング、冬季の雪上・流氷上の活動等ヘ

５ 保護及び適正な利用を図るための問題点及び課題

「知床半島先端部地区」においては、原始的な自然への無秩序な立ち入りによる自然環

境への悪影響とヒグマとの軋轢や海難・遭難などの危険性の増大が緊急的な課題として挙

げられる。

（具体例）

・動力船による一般観光客の上陸利用（岬地区、海岸部）

・焚き火跡、野営跡や踏み付けによる植生の後退（岬地区、海岸部、山岳部）

・帰化植物・人里植物の侵入・繁茂（岬地区等）

・考古遺物の保全に関する課題（岬地区等）

・サケ・マス釣りのマナー・ルールの欠如（河口部、海上）

・ヒグマに対する安全対策の不備、危険な遭遇（ルシャ地区等）

・自然保護や安全確保に関する情報不足とルールの不備及び不十分な装備
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６ 平成１６年１２月「知床半島先端部地区利用適正化基本計画」の概要

（１） 作成の目的

本基本計画は 「知床半島先端部地区」において、本地区の原始性の高い自然景観と多、

様な生態系を適正に保全するため、利用の適正化のための「あるべき姿 （基本方針及び」

）、「 」（ ）、「 」利用形態別取り扱い方針 守るべきルール 利用の調整及び利用の心得 管理運営

等を定めることにより、立入利用者が風致景観と生態系の持続的な保全に支障を及ぼすこ

とのないようにすることを目的とする。

知床国立公園においては、本公園の望ましい保護と利用のあり方（利用の適正化）につ

いて、平成１３年度から学識経験者、地域関係団体及び関係行政機関で構成する検討会議

により、検討が開始された。

平成１３年度の基本構想では、

○基本思想

知床国立公園の利用に当たっては ヒグマによって象徴される知床の自然に対する 謙、 「

虚さ」と「畏怖・畏敬の念」を根底とした『ヒグマの棲家におじゃまする』

○それを踏まえた前提

「知床ならではの原始性の高い自然景観と豊かな野生生物によって形成される多様な

生態系の持続的な保全」

○基本方針

「原始的な自然の地域において、一定のルールの下での自然体験機会の適正な提供と

持続的な利用を図る 」。

として利用の適正化の実現のため、各地区ごとに基本計画を作成していくこと等の提案が

示された。

また、平成１６年１月に策定された「知床世界自然遺産候補地管理計画」においては、

「世界的にもたぐいまれな生態系や景観を有する知床の自然環境を人類共有の資産と位置

付け、より良い形で後世に引き継いでいくものとする 」とされている。。

これらを踏まえて、平成１６年１２月に「知床半島先端部地区利用適正化基本計画」が

作成された。

（２）対象区域

知床半島先端部地区（以下「先端部地区」という ）は、前述のように、陸域は国立公。

園計画上の「利用施設計画」がなく、歩道や車道など一般の公園利用のための施設が設け

られていないなど、制度上一般の利用者による積極的な利用は想定されていない地域であ

る。知床岬あるいは知床岳等を目的地として、知床大橋や相泊などから海岸線、沢や稜線

部を徒歩で、あるいはウトロや相泊などから海上を船等で利用されており、それぞれの利

用形態及びアクセス方法を視野に入れて検討する必要があるため、知床国立公園内のうち

概ね次の範囲を検討対象区域とする。
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（別添「地区概念図」の範囲）

・海岸陸域部：羅臼側＝相泊から北東域

斜里側＝知床大橋から北東域

・沿岸海域部：羅臼側＝相泊から北東域

斜里側＝幌別から北東域

・内陸山岳部：硫黄山から北東域

（３）基本方針

「先端部地区」では、平成１３年度の知床国立公園適正利用基本構想の考え方及び平成

、 、１６年１月の知床世界自然遺産候補地管理計画の内容を踏まえ 当該地区の特性に応じて

以下の事項を基本方針として利用の適正化を進める。

① 動力船による上陸利用は、この地区にふさわしい利用形態とは言えず、自然保護上

の支障もあることから、従来の「上陸利用は認めない」という規制を徹底・強化する。

② 徒歩やシーカヤックなどの人力による陸域への立ち入り利用については、対象とな

る陸域の一部に、希少動物の生息･繁殖地、海鳥の集団繁殖地、脆弱な植物群落地、遺

跡･埋蔵文化財包含地等の保護・保存を図る必要のある場所があるため、自由利用では

なく、対象となる場所の特性と利用形態に応じて、具体的な「利用ルール」を設けて、

自然環境の保全及び自然体験の質の確保上問題が生じないように一定の制限を加えてい

くものとする。

③ 海域の利用については、当該地が海鳥や海棲哺乳類の生息地・繁殖地となっており、

観光・レジャー目的の船舶や水上バイクの航行、無秩序な餌やりや観察行動などがこれ

ら海鳥や海棲哺乳類の生息に影響を与えることも懸念される。このため、海域のレクリ

エーション利用が海鳥や海棲哺乳類に悪影響を与えないよう、また、地域の産業である

サケ・マス漁等漁業活動との両立が円滑に図られるよう「利用ルール」を設けるととも

に普及啓発に努める。

④ 利用の安全性に関しては、事前の情報提供や事前レクチャーの仕組みを設けること

により、利用の安全性向上と利用者の「自己責任」意識の普及啓発に努める。

⑤ 原生的自然の保全を図るため、自然に与える負荷を軽減しつつ自然体験が得られる

よう自然にやさしい行動や活動が望まれる。そのため、巡視等の指導体制の整備、普及

啓発、事前レクチャー等の充実を図る。

⑥ 日常的に利用者と接する地域住民や関係事業者などの人達が「利用ルール」の指導

や普及の役割を果たしていくことが大切であり、地域住民や地域内外の関係事業者と関

係行政機関などとの連携を強化することにより、そうした機能が効果的に発揮されるよ

うな仕組み（ネットワークの構築等）を設けていく。

なお、上記の「利用ルール」とは、本基本計画の「利用の調整」及び「利用の心得」を

指すものである。

「利用の調整」は、地区毎の具体的な利用のあり方を踏まえて利用の方法に一定の制限
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（＝コントロール）を加えるものである 「利用の心得」は 「利用の調整」の内容を踏。 、

まえ利用者が立ち入る際に自然保護や安全の確保などの観点から留意すべき事項や禁止事

項について定めるものである。

（４ 「利用者」の定義）

本基本計画における「利用者」とは、前記の「基本方針」の下で、下記６の利用形態に

より「先端部地区」に立ち入る者を指し、これら「利用者」の案内、引率、誘導、運搬等

を行うために立ち入る者（ガイド、渡船業者等の事業者）及び取材・写真撮影等を目的と

して立ち入る者を含むものとする。

なお、番屋所有者等の漁業に伴う行為、土地や施設の管理を目的として立ち入る者は除

くものとする。

（５）利用形態別取り扱い方針

利用形態別の基本的な取り扱い方針を以下のとおりとする。

) 海岸トレッキング利用1
知床岬、知床岳や知床沼への登山等のための海岸線トレッキング利用は、徒歩による

利用であり原生的な自然環境の保全と両立し得るものであるが、海岸陸域部では比較的

高度な登山技術を要するとともに、何ら歯止めなく多数の利用者が立ち入ることは、貴

重な植生や動物相に影響を及ぼすことがあることから、現状程度以下に抑えることを基

本として、自然環境保全上の悪影響が生じないよう「利用ルール」の下でのコントロー

ルされた利用とする。

) 沿岸カヤッキング利用2
シーカヤックによる利用は、現状では比較的少数であり、自然環境に与える影響も少

ない利用形態と言えるものである。しかしながら、沿岸海域部では気象条件等の充分な

理解と知識及び高度な技術を要するものであり、また、原生的な海岸部への自由な立ち

入りが可能な利用形態のため、場合によっては自然環境や漁業活動等への影響も懸念さ

れることから、これらへの悪影響が生じないよう「利用ルール」の下でのコントロール

された利用とする。

) 山岳部登山利用3
硫黄山から北東の内陸山岳部は、急峻な地形と厳しい気象条件等により、極めて高度

な登山技術を要する地域であるうえ、湿原植物等脆弱な自然地にテント場跡やたき火跡

も見られ、立ち入りの状況によっては貴重な自然環境に悪影響が生じることから、立ち

入りは現状程度以下に抑えることを基本として、自然環境保全上の悪影響が生じないよ

う「利用ルール」の下でのコントロールされた利用とする。

) 河口部のサケ・マス釣り利用4
河口部に渡船によって上陸して行うサケ･マス釣りは、立ち入りの期間や範囲は比較
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的限定されているが、無秩序な入り込みやごみの放置等により自然環境等への影響も懸

念されることから、現状程度以下に抑えることを基本として、自然環境保全上の悪影響

が生じないよう「利用ルール」の下でのコントロールされた利用とする。

なお、その他の磯釣りや渓流釣りについては、今後、利用状況を把握しながら具体的

な取り扱い方針を検討していく。

) 動力船による海域利用5
沿岸海域部におけるレクリエーション目的の動力船（観光船、遊漁船、プレジャーボ

ート等）による海域利用については、海鳥・海棲哺乳類や漁業活動等への影響が懸念さ

れることから、これらへの悪影響が生じないよう一定の「利用の心得」の下での利用と

する。

) 動力船による上陸利用6
知床岬地区への一般観光客等のレクリエーション目的の動力船による上陸利用は、従

来より関係行政機関の「申し合わせ」により認めていないところである。

知床岬地区に限らず 「先端部地区（陸域 」への動力船による上陸利用は、一度に、 ）

多量の利用者や物資を運ぶことが可能であり、自然環境及び適正利用環境に多大な悪影

響を与えるおそれがあることから、観光船、遊漁船、プレジャーボート等、船舶の種類

を問わず、一般観光客等のレクリエーション目的の動力船による上陸利用は認めないも

のとし 「申し合わせ」を徹底・強化するものとする。、

ただし 上記 ( ) 海岸トレッキング利用 ( ) 山岳部登山利用 の復路及び ( )、 「 」「 」 「1 3 4
河口部のサケ・マス釣り利用」に関する遊漁船については、別途それぞれの「利用の調

整」において扱いを検討するものとする。

) その他の利用7
水上バイクやダイビング、冬期の流氷上での体験活動などその他のレクリエーション

利用についても、今後、利用状況を把握しながら具体的な取り扱い方針「利用ルール」

を検討していく。

なお、航空機の低空飛行は、快適な利用や野生動物へ悪影響を及ぼす恐れがあること

から、必要に応じ関係者へ行わないよう要請する。

また、利用者とヒグマとの接近や接触などによる軋轢の回避を図る必要性の高くなっ

（ ） 。た地区 ルシャなど においては立ち入り規制強化の方向で管理システムの検討を行う

（６）地区内での利用施設の整備及び管理に関する基本方針

) 利用施設の整備に関する基本方針1
「知床半島先端部地区」は、極めて原始性の高い自然景観と多様な生態系が保持されて

いる地域であり、そこにおける利用は、自己判断、自己責任において行われるものである

ことから、利用のための施設整備は原則として行わないものとする。
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) 管理運営に関する基本方針2
「 」 、 、 、知床半島先端部地区 の利用は 関係法令の規定による規制のほか 本計画に沿って

利用者の「自己判断」と「自己責任」のもとに行われるものであるが、自然環境の保全に

悪影響を及ぼさない利用に誘導するために、関係機関、団体など官民一体となった管理運

営、普及啓発システムの構築を図る。

（７）その他（広報・周知の方法等）

本計画の内容などについて、利用者はもとより地域住民、事業者、漁業関係者等に対し

ても、パンフレットの配布、ホームページの開設等の多様な手法や報道機関等のメディア

の協力を得て、広報・周知の徹底を図るものとする。

なお、対象区域に関する最新の情報の収集把握に努め、利用者が事前に正確な情報を得

られるような施設・設備、体制の充実を図るものとする。

（８）モニタリング及び計画への反映について

「先端部地区」において、利用適正化に係る実施状況のモニタリングやその結果の解析

・評価等を実施し、そのフィードバックにより、モニタリング手法や計画の修正充実を図

る （知床岬の植生、マナーやルール、野営の状況等。指標の設定やモニタリング手法の。

検討 ）。

（９）利用の調整について

「先端部地区」利用適正化基本計画では、利用形態別に利用の調整に関する事項・手法

について、関係機関や団体と十分調整を図りながら検討を進めることとされている。

今後、以下の事項等について海外事例等も参考にして検討を進めることとする。

１）海岸トレッキング利用、沿岸カヤッキング利用及び山岳部登山利用

・事前届出、レクチャー、立ち入り場所・期間の制限のあり方、立ち入り利用者数の

定め方、野営場所の設定のあり方、ガイド事業者との連携、渡船利用の扱い等

２）河口部サケ・マス釣り利用

・立ち入り区域の設定のあり方、立ち入り利用者数の定め方、野営場所の設定のあり

方、渡船業者との連携等

＜参考例＞

北米の国立公園バックカントリーにおけるキャンプ利用量の上限

イエローストーン ：１野営地当たり６～20人（大半は８～12人）

グレイシャー ：１野営地当たり２～７張（大半は２～３張）

グランド･ティトン：１野営地当たり２～11組（大半は３～７張）

（10）利用の心得について

「先端部地区」においては、上記８の利用の調整を行うとともに、動力船による海域利

用等も含めて「先端部地区」に立ち入る様々な利用者が遵守すべき「利用の心得」を以下
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の項目に沿って定め、その普及・指導を図っていく。

なお、日頃から現地で利用者の指導をしている団体や事業者、渡船業者などにおいても

自主的にガイドライン等の検討が始められていることから、今後それらの関係者とも連携

して具体化の検討を進める。

( ) 共通事項1
（利用の形態にかかわらず 「先端部地区」の利用者全てが守るべき事項）、

① 安全管理、自己責任に関する事項

② 一般的事項

( ) 特定利用形態別事項2
（特定の利用形態に関して守るべき事項）

① 山岳部登山利用に関する事項

② 河口部サケ・マス釣り利用に関する事項

③ 動力船による海域利用に関する事項

：

：

７ 自然環境の再生、復元等

当該地区の植生等の自然環境については、自然植生地でのテント跡やたき火跡、踏付け

による植生の後退などが見られる。

また、知床岬の台地において、エゾシカの採食等により原植生であるセリ科草本・オオ

ブキなどの山地高茎草本群落やシレトコトリカブトによって代表される亜高山高茎草本群

落の衰退が著しく、裸地化した部分はオオスズメノカタビラ群落やエゾオオバコ・オオバ

コ群落などの帰化植物・人里植物に置き換わりつつある。とりわけ外来種であるアメリカ

オニアザミの侵入拡大とその優占群落の形成が加速度的に増加しつつある。

平成１５年度より、ガンコウラン群落、セリ科草本が出現する山地高茎草本群落及び亜

高山高茎草本群落に植生回復試験柵を設置し、柵内外の植生モニタリング調査を実施して

いる。

自然植生地でのテント跡やたき火跡、踏付けによる植生の後退などについては、必要に

応じロープ柵等で立ち入りを制限しつつ植生の回復状況を経過観察していく。また、知床

岬の植生変化については、モニタリング調査結果を踏まえ、保護・回復策の検討と対策事

業の推進を図るものとする。

なお、グリーンワーカーなどによって実施されているアメリカオニアザミの除去対策を

引き続き継続する。
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【知床半島先端部地区「利用の心得（案 」について】）

１ はじめに（先端部地区の「利用の心得」作成に当たり）

知床半島先端部地区は、極めて原始性の高い自然景観と豊かな野生生物によって形成さ

れる多様な生態系を有する地域であり、人類共通の財産として持続的な保全を図り、より

良い形で後世に引き継いでいく必要がある。従って、当該地域における利用については、

生態系の多様性を将来にわたり保全することを前提として、自然環境に支障を及ぼさない

よう適切に行うこと（知床世界遺産候補地管理計画）とされている。また、利用に当たっ

ては、ヒグマによって象徴される知床の自然に対する「謙虚さ」と「畏怖・畏敬の念」を

根底とした『ヒグマの棲家におじゃまする』を基本思想とする（平成 年度策定「知床13
国立公園の適正利用基本構想 ）とされている。」

当地区は、整備された道などの施設はなく、そのうえ刻々と変化する海況や風況、低い

海水温や高密度なヒグマの生息など極めて厳しい自然条件が存在する地域であり、一般的

な利用に関する安全性や快適性は全く保証されていない。従って、当該地区内に立ち入る

「利用者」は、これら過酷な条件に自らの力だけで対処できる極めて高度な技術と体力が

求められ、全ての行動に自己の判断が要求され、その結果は全て自己の責任に委ねられる

ことを十分に自覚し、本「利用の心得」を的確に尊守することが求められる。

また、当該地区への一般観光客等のレクリエーション目的の動力船による上陸利用につ

いては、貴重な植物群落や各種野生鳥獣の生育地である知床岬一帯の自然景観を保護する

ため、従来より関係行政機関の「申し合わせ」により認められていないところであり、動

力船による上陸利用は、自然環境及び適正な利用環境に多大な悪影響を与えるおそれがあ

ることから、引き続き、観光船、遊漁船、プレジャーボート等、船舶の種類を問わず、一

般観光客等のレクリエーション目的の動力船による上陸利用は「申し合わせ」を踏まえ、

認めないものとする。ただし 「海岸トレッキング利用 「山岳部登山利用」の復路及び、 」

「河口部のサケ・マス釣り利用」に関する遊漁船については、現状程度以下に抑えること

を基本として、別途、調査を進めて取扱を検討するものとする。

２「利用の心得」の適用範囲

「 」 、「 」 「 」本 利用の心得 の適用は 知床半島先端部地区利用適正化基本計画 の 対象区域

及び「利用者の定義」による利用者を対象とする。
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以下、アンダーラインは 「利用の心得骨子（案 （平成 年３月）、 ）」 17
の修正・追加箇所である。

３ 利用の心得

利用者が「先端部地区」に立ち入る際に、自然保護や安全確保などの観点から留意すべ

き事項や禁止事項について、以下のとおり「利用の心得」を設定する。

（１）共通事項

① 安全管理に関する事項

（事前準備）

・ 自己の体力と自然条件等を勘案し、事前に十分検討した余裕のある日程の計画を立て

ること。

・ 行き先、日程等は家族等にも知らせておくこと。また、立入に際して、関係機関等へ

の手続きが必要な場合は、事前に済ませておくこと。

・ 万が一の海難、遭難事故の場合には、地元関係者に多大な迷惑をかけることになるこ

とを十分に認識し、保険契約等の対応に万全を期すること。

・ 防寒着や食料等の装備は十分に用意すること。また、利用形態に応じ、安全管理、事

故防止のための装備を備えること。

（情報収集等）

・ 立入に当たっては、事前に羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターから、遭難

・海難事故防止のための情報（海岸部高巻き・徒渉箇所の状況、海域の岩礁・浅瀬の状

況、潮の干満・風波等の気象状況、観光船等他船舶との影響回避対策等）を入手し、十

分な理解・学習を行うとともに、これらに対処する技術の習得に努めること。

・ 立入に当たっては、羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターで事前レクチャー

を受けること。その際、別途定める様式に則って計画書を提出すること。

・ ガイドや瀬渡しなどによって収益事業を行う「事業者」は、日頃から情報の収集及び

技術の習得等に努め、応対する「利用者」に対し、当該「利用の心得」に関する啓発・

教育に心がけ、行動に責任を持つこと。

（ヒグマ対策）

・ 当地区は、ヒグマの高密度生息地であり、いつでもヒグマに遭遇する可能性があるた

め、利用者の安全確保とヒグマの自然な行動形態を変化させないために以下のことに十

分に留意するほか、事前レクチャーでの注意事項を守ること。

・ ヒグマの生息密度が特に高い場所や季節的にヒグマが集中する場所等、事前レクチャ

ーの際に立ち入りを控えるよう指示された場所には立ち入らないこと。

・ 野営の際には、ヒグマとの軋轢を避けるため、テント場、調理場、及び食料保管場を

分け、ヒグマが食料やゴミを得られないような対策をとること。

、 、 、 。・ クマスプレー フードコンテナ 鈴等安全管理 事故防止のための装備を備えること
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・ ヒグマ等の野生動物を必要以上に誘引しないよう、食料や持ち物はできるだけ臭いが

発生しないものを選定すること。

・ エゾシカや漂着した海獣類などの動物の死体があった場合、ヒグマが餌付いている恐

れがあるので不用意に近づかないこと。

・ ヒグマと至近距離で不意に出会うことが事故の原因となる見通しの悪い場所では声を

出すなどあらかじめ人の存在を伝える努力をすること。

・ 常に周囲に気を配り、ヒグマの痕跡には注意を払うこと （特にサケマス遡上時期の。

河川などはヒグマが集まりやすい ）。

・ 夜間や薄明薄暮、濃霧の時など視界が効かない時には、突発的な遭遇が起こりやすい

ので、なるべく行動しないようにすること。

・ 進行方向にヒグマを目撃した場合は、無理をせずに引き返すこと。

・ ヒグマを目撃した場合は、羅臼ビジターセンター、または知床自然センターに利用後

の報告と併せて必ず報告すること。

・ ヒグマ等の野生動物に食料やゴミを取られたり、これらを狙って近づく個体が確認さ

れた場合は速やかに引き返すこと （取られたものは取り返さないこと ）また、他の。 。

利用者の安全性確保のため、羅臼ビジターセンターまたは知床自然センターに利用後必

ず報告すること。

・ ヒグマに対して故意に餌を与えないこと。

・ その他 当地域におけるヒグマ対策の詳細については 別途ホームページに設ける ヒ、 、 「

グマに関する注意」の項目をあらかじめ見て、十分な準備を行うこと。

② 一般的事項

（原則）

・ 当地区の原始的な自然環境が損なわれることのないよう、利用者は自然環境の保護に

対する意識を高く持ち、野生動物の行動が利用者により変化しないように配慮するとと

もに、自然環境へのインパクトを極力抑制するよう配慮すること。

・ 次に訪れる利用者に当地区ならではの原始的自然体験が味わえるよう、利用の痕跡を

残さないようにすること。

・ 単独行動は避けること。

・ 漁業施設である番屋に宿泊しないこと。

（自然物への干渉）

・ 立ち入りに際しては、外来種の持ち込みを防止するため、衣服、靴等に付着した種子

等の除去に努めること。

・ 土石や植物を採取したり、傷つけたりしないこと。

・ 岩石、立木などに落書きをしないこと。

（野生動物への干渉）

・ 種の保存法に関わる希少鳥獣であるオジロワシ・シマフクロウの営巣木の300ｍ以内

に近づいてはならない。また、当地域に見られるウミウ・オオセグロカモメなど海鳥類
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のコロニー及びアマツバメ・イワツバメの繁殖地（繁殖期間中）に立ち入らないこと。

・ 野生動物の撮影や観察を目的として、野生動物の行動に攪乱を与える行為を行っては

ならない。

・ 食料やゴミを野生動物に奪われないよう、フードコンテナの使用など適切な保管に心

がけること。

・ キタキツネ、ヒグマ、野鳥など野生動物に餌を与えないこと。

・ 動物を驚かしたり、追い立てるなどの行為を行わないこと。

（植生保護等）

・ 歩行ルートは、踏み付けにより傷みやすい脆弱な植生地や、表土が崩れやすい場所は

極力避けること。

（野営）

・ 植生に悪影響を与える場所での野営は行わないこと。

・ 野営地での行動についても植生への悪影響を与えないよう配慮すること。

・ 野営に当たっては、利用の痕跡を残さないようにすること。

・ 知床岬灯台から半径３キロ以内の範囲においては、別途定める野営地点以外での野営

は行わないこと。その他の野営できない場所などについて、事前に羅臼ビジターセンタ

ー或いは知床自然センターに確認すること。

（たき火）

・ 国立公園特別保護地区内及び植生地では、たき火は行わないこと。

（ペットの持ち込み）

・ ペット類は同伴しないこと。

（騒音）

・ 騒いだり、大きな音を出す等、当地区の静寂な自然環境の雰囲気を壊すような行為は

行わないこと （ヒグマ対策は除く）。

（ゴミ、排泄物等の処理）

・ ゴミは埋めたり、燃やしたりせず全て持ち帰ること。

・ 石けんや洗剤は極力使用しないこと。やむを得ず使用する場合は、無リンのものや生

物分解可能なもの等環境への負荷が少ないものを使用すること。

・ 食料品は、事前に無駄な包装等は取り除いておくこと。また、調理や食事に際して汚

排水が出ないものを選定したり、使用後の食器はトイレットペーパーで拭く等自然環境

に配慮すること。

・水場では、洗濯を行わないこと。これらの行為は水場から５０ｍ以上離れた場所で行う

こと。

・ 携帯トイレを携行し、排泄した糞便及び排泄に使用した紙類は持ち帰ることを推奨す
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る。なお、やむを得ない場合は、最低限以下のとおりとする。

①海岸では、満潮時の潮位より上の場所に、 ～ 程の穴を掘って埋めること。ま10 20cm
た、排泄地点が集中しないよう分散に心がけること。

②山岳部では、水場となる場所や野営地など人の利用場所から５０ｍ以上離れた場所と

し、使用済みの紙類は持ち帰ること。また、排泄地点が集中しないよう分散に心がけ

ること。

（その他）

（ 、 、 ） 、・ 海産物の採取や漁業活動・施設 コンブ干し 定置網 番屋施設等 に立ち入るなど

漁業活動に支障を与える行為を行わないこと。

・ 事前レクチャーの際に立ち入りをしないよう指示された場所には立ち入らないこと。

（ 、 ） （ 、 ）・ 埋蔵文化財等 竪穴住居跡 遺物等 に影響を与える行為 改変 収集・持ち出し等

を行わないこと。

・ 自然保護官、森林官、巡視員、監視員など管理者の指導、指示に従うこと。

・ 帰着後、利用者は現地で得た自然環境の状態やルート等利用環境の現況などの情報を

羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターに別途定める様式に従って報告するこ

と。

・ ルールを守らない者を見かけた場合は、利用後の報告と併せて報告すること。

（２）特定利用形態別事項（特定の利用形態に関して守るべき事項）

以下の事項を尊守するものとする。「 １）共通事項」に加え、各利用形態に応じ（

① 沿岸トレッキング利用に関する事項

（安全管理）

・ 沿岸トレッキングでは、岸壁や急斜面の高巻き、濃霧などの悪天候、ヒグマの高密度

生息地であるなど、ある程度の岩登り技術や危険に際して的確な判断と行動ができる者

以外は立ち入らないこと。

・ 滑落、落石等の危険に対し、細心の注意をはらう他、安全管理に関する必要な装備を

携行すること （ヘルメット、ザイル、地形図、コンパスは必携）。

・ ルート確保のため、ザイル等を設置する際は回収すること。

・ 干潮でなければ越えることができない地点が存在しており、潮待ち場所等の状況は、

事前に羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターに確認すること。

（野営）

・ 野営を行う場合には、前述の「一般的事項」の項を参照するとともに、野営場所等の

状況は事前に羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターに確認すること。

（植生保護等）

・ 湿原など脆弱な植生地への踏み込みは避けること。
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・ 枝条の刈り払いは行わないこと。

（渓流釣り）

・ 魚類を釣る数は、立ち入る期間内に自家消費する範囲内とし、持ち帰らないこと。

（その他）

けがの発生、或いは 体力を著しく消耗・ 往復とも徒歩利用とする。ただし、 復路において

し、歩行を続けることが困難で事故が発生する恐れのある場合を除く。

② 山岳部利用に関する事項

（安全管理）

・ 当地区には登山道は全くなく、自らの判断でルート選択を行い、安全を確保しなけれ

ばならない。また、夏にしばしば発生する濃霧など悪天候も多い上に、ヒグマの高密度

生息地でもある。高度な登山技術を持ち、危機に際して的確な判断と行動ができる者以

外は立ち入らないこと。

・ 滑落、落石等の危険に対し、細心の注意をはらう他、安全管理に関する必要な装備を

携行すること。

・ ルート確保のため、ザイル等を設置する際は回収すること。

（野営）

・ 野営を行う場合には、前述の「一般的事項」の項を参照するとともに、野営場所等の

状況は、事前に羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターに確認すること。

・ 知床沼周辺の湿原植生等、脆弱な植生地での野営は行わないこと。

（植生保護等）

・ 湿原など脆弱な植生地への踏み込みは避けること。

・ 枝条の刈り払いは行わないこと。

（ゴミ処理・トイレ）

・ ミズゴケが生育するような脆弱な植生地で排泄しないこと。

・ やむを得ず調理に使用した排水が発生し、処理しなくてはならない場合は、野営地、

水場や湿原植生地から５０ｍ以上離れた場所とすること。

（渓流釣り）

・ 魚類を釣る数は、立ち入る期間内に自家消費する範囲内とし、持ち帰らないこと。

（その他）

・ 目印（デポ旗、テープ等）の設置等は極力避け、設置する場合は回収を原則とする。
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③ 沿岸カヤッキング利用に関する事項

（安全管理）

・ 沿岸では、知床岬や斜里側ルシャでの強烈な突風、変わりやすい羅臼側の波や風、等

々、極めて厳しい条件下にある。また、夏は、しばしば発生する濃霧など悪天候も多い

上に、ヒグマの高密度生息地でもある。高度な技術を持ち、危機に際して的確な判断と

行動ができる者以外は立ち入らないこと。

・ 安全管理に関する必要な装備を携行すること （ライフジャケット、ビルジポンプ、。

パドルフロートなど）

・ 複数挺で航行する際、長い行列にならないよう心がけ、船舶の航路を妨げないこと。

・ 動力船が近づいてきたら、狭い範囲に集まり、停船してやり過ごすこと。

・ 動力船との衝突事故防止のため、動力船から発見・認識されやすいよう努めること。

（野営）

・ 野営を行う場合には、前述の「一般的事項」の項を参照するとともに、野営場所等の

状況は、事前に羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターに確認すること。

（野生動物への干渉）

・ 希少鳥獣、或いはその他の野生動物の繁殖地などに必要以上に接近しないこと。

・ 海生動物（クジラ、イルカ、アザラシ、海鳥類等 、及び海岸線のヒグマなどの生息）

行動に影響を与えるような接近や追い回しを行わないこと。

・ 海鳥（ワシ類を含む 、海棲哺乳類、及び海岸のヒグマに対して餌やり行為を行なわ）

ないこと。

（漁業との軋轢回避）

・ 漁船等の船舶に不安を与え、進路を妨害しないよう、常に「もっとも」陸寄りを進む

こと。

（ ） 。・ 定置網の袋網 捕獲された魚が貯まる部分 に近づいて漁業者に迷惑をかけないこと

・ 定置網付近には滞留せず、すみやかに通り過ぎるように心がけること。

・ 作業中の漁船には、作業の邪魔になったり危険のため、不用意に近づかないこと。

（その他）

・ カヤックの出発と帰着地点については、別途決められた場所から行うこと。

・ ウトロ漁港、相泊漁港、文吉湾等漁港施設は緊急避難以外には利用しないこと。

・ 出発地と帰着地の場所、ルート上の危険箇所、ヒグマ生息状況、上陸場所の適否、野

営場所などの情報について、事前に羅臼ビジターセンター或いは知床自然センターに確

認すること。
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④ 河口部サケ・マス釣り利用に関する事項

（原則）

・ 渡船によるサケ・マス釣り利用は、現状程度以下に抑えることを基本として、限定さ

れた場所で決められた「釣り場」の区域内とする （場所及び釣り場区域は別途調査を。

進め、調整の上定める ）。

・ 釣りに際しては、資源の保護や陸と海の自然生態系に影響を与えないよう配慮し、釣

り魚は、徒歩の場合は一人で持参して帰還できる程度以下、渡船の場合も一人で持参し

て帰還できる程度（クーラー１個）以下とし、魚卵のみの捕採は行わないこと。

・ 日帰り利用とし、緊急避難以外の宿泊・野営は行わないこと。

・ 渡船による河口部サケ・マス釣り利用は、資源保護のため、毎年９月 日までとする10
こと。

（自然物への干渉）

・ 出港地では洗靴等により、植物種子などの外来種の持ち込み防止に努めること。

（ゴミ処理）

・ 残飯などの生ゴミ及び釣り魚やその残滓等は、全て持ち帰ること。

（騒音）

・ 拡声器の使用等静寂な自然環境の雰囲気を壊すような行為は行わないこと。

⑤ 動力船による海域利用に関する事項

（安全管理）

・ 漁船、シーカヤック等との事故防止のため、航行速度、距離等に十分配慮すること。

・ 観光船では認可を受けている航路から外れて航行しないこと （浅瀬等）。

・ 距岸300ｍ以内では、７ノット以下で航行すること。

（野生動物への干渉）

・ 野生鳥獣保護のため、海岸部へは必要以上に接近しないこと。

・ 海生動物（クジラ、イルカ、アザラシ、海鳥類等 、及び海岸線のヒグマなどの生息）

行動に影響を与えるような接近（ ｍ以内）や追い回しを行わないこと。200
・ 航路が決まっている観光船などの船舶については、海生動物や海岸線での野生動物の

行動に影響を与えないという観点からも航路を外れないこと。

・ 海棲哺乳類（クジラ、イルカ等）が接近してきた場合には、進路を妨げないよう進路

を変更するか、状況によりエンジンを切って停船すること。

・ 海中に鯨類の鳴音及び疑似音を発しないこと。

・ 上記以外であっても、鯨類の行動を錯乱させるような人工音を発しないこと。ただし

動力船が発する通常の動力音はこの限りではない。
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・ 海鳥類や岩礁に上陸している海棲哺乳類への影響緩和のためにも、陸の近くを航行す

る場合は７ノット以下で航行すること。また、海鳥のコロニーの沿岸では ｍ以内に200
近づかないことなど鳥類の行動に影響を与えないよう配慮ること。

・ 海鳥（ワシ類を含む 、海棲哺乳類、及び海岸のヒグマに対して餌やり行為を行なわ）

ないこと。

（漁業との軋轢回避）

・ 定置網等漁業施設の付近には近づかないこと。

（騒音）

・ 拡声器の使用等静寂な自然環境の雰囲気を壊すような行為は基本的に行わないこと。

（その他）

・ 船からゴミなどの投棄を行わないこと。

・ 秋さけ船釣りライセンス制による承認船主は、海区委員会指示及び事務取扱要領並び

に関係法令規則を尊守するとともに、航行に当たっては上記の事項を守ること。

・ 羅臼側の秋サケ保護区域設定海域においては、海区委員会指示を尊守すること
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４ 利用の心得の周知

「先端部地区」の利用の適正化について、利用者はもとより地域住民、事業者、漁業関

係者等に対しても、パンフレットの配布、ホームページの開設等の多様な手法や出版社、

報道機関等のメディアの協力を得て、広報・周知の徹底を図るものとする。なお、対象地

区に関する最新の情報の収集把握に努め、利用者が事前に正確な情報を得られるような施

設・設備、体制の充実を図るものとする。

実 施 手 法 実 施 機 関 等

【事前情報】

・手引書（ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等）の作成・配布 ・環境省地区事務所（自然保護官事務所）

・羅臼ビジターセンター

・ホームページの開設・提供 ・羅臼町環境課

・斜里町環境保全課

・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝﾋﾞﾃﾞｵの作成・上映 ・斜里町知床自然センター

（協力機関）

・リアルタイムな現場情報の提供 ・網走支庁環境生活課

・根室支庁環境生活課

【利用者への周知】 ・森林管理局網走南部森林管理署

・事前レクチャーの実施 ・ 同 根釧東部森林管理署

・ 同 知床森林センター


